
■jM
二ｋ_

Ｃし
平成Ｈ年度

９

４Ｑ

ひ

第88

≒卜:l.
|い･６･･．

号

，卜か･り卜

　　

り･111:I:･ｙ・レ

海i･M＼t'-･.■I f･1･r.'し．４

I ti' l.

.11 ･･に

免゛･･れ!.:ilタ

~「

5'J '

1-. ●･

し

道腎協第25回定期総会議案書

IトI北商海豹高合託

ｊバ７‘ｉ４こ二ガン

　

案内図

西卜丿丿ｔ

雨常中■.!,' I--司朗巾

巾小Cやい1?↑●

｜

石
山
通
り
Ｉ
｛
西
‐
丁
目
｝

●,り町‘属

゛､ｊム！1

IL叫廿

　

｜

人通駅:･

,４ぶ,０

哩小戸

　　　　　　　

＿＿

　　　　　　　　

交

　

通

・問1ヽむ中西吟４リ

●り丿シー４札川駅より７力

・市宮パスー｢中史区弓戸､i哨トトφ､¶lホ１分

・市電南一条線⇒゛中央卜役所nｙlF・､徒歩５分

　　　　　　

丿

　

住

　

所

〒y.'i-'f.t卜札唄市中央区南３柔西１２丁目

　　　　

雲会館代表(Oil )56l-8759

　　　　

雲ホテル代表(011)56l- 6161

i･1’ ・ S｀!,･I

第25回定期総会ご案内

第25|<>|総会をド記のように

開催いたします。

会い、ご家族の皆様お誘い

介わせのうえご参加ドさい。
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５月19日(日)
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第25回総会
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医療講演会
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場

札幌市

　

ホテルユニオン

総会当日はこの議案書をご持参＜ださい

昼食は道腎協で用意します。

北海道腎臓病患者連絡協議会
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か
ら
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ま
り
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腎
協
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利
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小
樽
）
．
高
鳴
幸
．
氏
（
旭

川
）
の
３
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と
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旭
川
石
田
病
院
患
者

会
の
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担
で
野
原
存
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加
し
、

本
道
進
川
の
衆
参
両
議
員
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び
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厚
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に
所
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す
る
議
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に
紹
介
議
員

に
な
っ
て
戴
く
よ
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ま
し
た
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に
つ
い
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嘔
成
1
4
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月
3
1
日
閑
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月
７
‐

困
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腎
協
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ら
透
析
の
診
療
報
酬
改

訂
に
関
連
し
た
情
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絡
が
あ
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に
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活
動

の
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が
あ
り
ま
し
た
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委
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r
ｒ
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技
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。
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今
後
も
私
達
の
活
動
の
成
果
と
し
て

実
施
さ
れ
て
来
た
制
度
か
後
退
さ
せ
ら

れ
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。
益
々
患
者
会

の
団
結
が
必
要
で
す
、

㈲

　

全
腎
協
大
会
の
参
加
に

　
　

つ
い
て

　

平
成
1
3
年
５
Ｈ
り
2
0
日
剛
、
販
京
に
お

い
て
全
腎
協
結
成
3
0
周
年
、
社
団
法
人

発
足
５
周
年
を
記
念
し
全
国
か
ら
１
．

３
０
０
名
余
り
が
参
如
し
盛
人
に
開
催

さ
れ
ま
し
た

　

午
前
９
時
3
0
分
か
ら
全
体
会
離
が
開

か
れ
、
挨
拶
、
祝
電
披
露
、
3
0
周
年
透

析
者
、
協
力
ぎ
、
役
忖
功
労
者
へ
の
感

謝
状
の
授
与
、
基
調
報
告
。
新
役
員
紹

介
な
ど
を
行
な
い
休
憩
し
記
念
講
演
「
2
1

匯
紀
初
頭
の
腎
ｆ
令
患
者
の
医
療
と
介

護
医
療
経
済
学
の
現
点
か
ら
」
を
テ
ー

マ
に
‐
本
福
祉
人
学
教
授
・
１
本
立
先
生

の
講
演
が
あ
り
、
記
念
ト
ー
々
で
は
「
透

析
3
0
年
を
と
も
に
じ
ん
で
」
を
テ
ー
マ
に

た
阪
腎
友
会
会
貝
、
川
辺
昌
Ｆ
（
ほ
）
。
千

寿
流
（
娘
）
観
ｆ
の
こ
人
。
。
。
脚
で
の
家
庭

透
折
の
体
験
談
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
賤
も
３
名
の
先
生
方
の
記
念
講

演
が
行
わ
れ
大
会
決
議
が
あ
り
無
事
終

ｒ
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
〈
‥
わ
せ
ツ
ア
ー
を
企
画
し
、

道
腎
協
よ
り
2
6
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。

閤

　

全
腎
協
相
談
員
研
修
会

　

平
成
1
3
年
７
月
７
‐
出
、
８
日
剛
の

両
‐
に
開
催
さ
れ
、
．
．
．
Ｌ
參
柊
局
次
長

が
参
加
し
ま
し
た
．

　

第
１
‐
日
は
各
県
事
務
局
で
柵
談
ｔ

柄
に
携
わ
っ
て
い
る
３
人
の
方
を
講
師

に
迎
え
、
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
そ
れ

ぞ
れ
『
乍
金
に
っ
い
て
』
「
医
療
費
に
っ

い
て
」
『
福
祉
制
度
に
つ
い
て
』
を
事
例

を
通
し
て
相
談
の
指
導
を
う
け
ま
し
た
。

　

第
２
日
口
は
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
、

今
ま
で
受
け
た
相
鮫
事
例
の
中
で
。
答

え
ら
れ
な
か
っ
た
問
題
等
を
基
に
討
離

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
日
本
透
析
医
会
会
長
山
崎
新

組
先
生
に
よ
る
『
ど
う
な
る
こ
れ
か
ら

の
透
析
医
療
』
の
講
演
を
受
け
ま
し
た
Ｉ

ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
『
情
報
の
開
示
』
『
合

併
症
対
策
』
「
感
染
対
策
J
『
災
宵
対
策
』
等
、

来
年
度
の
医
療
保
険
の
改
心
に
伴
う
危

機
感
に
っ
い
て
も
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

再
び
昔
の
よ
う
な
「
金
の
切
れ
目
が

命
の
切
れ
目
」
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と

考
え
さ
せ
ら
れ
る
内
容
で
し
た
。

閤

　

全
腎
協
青
年
交
流
会

　

平
成
1
3
年
Ｈ
月
３
‐
巾
、
４
‐
剛
の

両
‐
、
広
島
県
で
全
腎
協
跨
年
交
流
会

が
開
催
さ
れ
道
内
か
ら
、
川
村
隆
志
氏

　

（
札
幌
）
、
小
平
敬
明
氏
（
旭
川
）
、
阿
部

純
一
氏
（
Ｌ
別
）
、
椿
分
百
＜
Ｚ
"
±
氏
（
江
別
）
。

占
川
季
代
乃
氏
（
札
幌
）
、
天
沼
．
Ｅ
枝
氏

　

（
伊
達
）
の
６
氏
が
参
加
し
ま
Ｌ
タ

　

全
国
よ
り
２
０
０
名
の
参
加
丹
が
嶼

い
、
竹
内
広
鳥
腎
友
会
長
の
挨
拶
で
開

会
と
な
り
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
が

－
５

－



あ
り
、
そ
の
後
見
知
ら
ぬ
同
士
が
少
し

で
も
知
り
合
い
に
な
ろ
う
と
ゲ
ー
ム
、

講
演
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

障
の
制
度
に
深
く
係
わ
っ
て
く
る
の

で
今
後
と
も
動
向
を
見
守
っ
て
行
き

た
い
。

又
．
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
自
己
紹
介

　

②
要
介
霞
息
者
対
簾
の
充
実
を
進
め

後
、
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
方
々
と
、

い
ろ
い
ろ
な
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
．

特
徴
と
し
て
全
国
の
青
年
層
で
は
．
メ
ー

ル
の
や
り
と
り
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲

示
板
で
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
．

２

道
内
活
動
の

取
り
組
み

川

　

道
と
の
意
見
交
換
会

　

平
成
1
4
年
２
月
1
2
日
ｓ
?
、
午
前
1
0
時

3
0
分
か
ら
札
幌
プ
レ
ス
ト
ー
・
７
に
於

い
て
道
側
1
0
名
、
道
腎
協
８
名
に
よ
る

川
席
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

①
一
度
心
身
障
吝
者
医
療
費
助
成
制

　

度
に
対
す
る
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

　
　

今
後
の
事
業
の
推
進
に
当
た
っ
て

　

は
、
国
の
医
療
制
度
改
革
の
動
向
な

　

ど
を
見
極
め
な
が
ら
、
制
度
の
安
定

　

的
な
運
営
を
図
っ
て
い
く
観
点
に
立
つ

　

て
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

特
に
今
は
、
杜
保
本
人
が
２
割
負

　

担
か
ら
３
割
負
担
に
な
る
事
が
マ
ル

　

て
下
さ
い

　
　

北
海
道
障
害
者
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、

　

平
成
1
4
年
度
ま
で
の
整
備
目
標
を
定

　

め
、
順
次
整
備
を
進
め
て
い
る
。
こ

　

れ
か
ら
も
積
極
的
な
取
り
組
み
が
行

　

わ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
き
た
り

③
通
院
交
通
費
助
成
の
充
実
を
進
め

　

て
下
さ
い

　
　

所
得
や
他
の
制
度
に
お
い
て
。
綸

　

付
や
運
賃
割
引
を
受
け
て
い
な
い
こ

S
Ｂ
Ｈ
ｌ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｓ
ｉ
Ｑ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｆ
Ｕ
ｌ
ｉ
ｌ
に
っ
い
ｕ

　

－
l
a
H
E
B
上
戸
文
彦
先
生

kｊ－

講演

　

会

　

と
を
要
件
と
し
て
助
成
し
て
い
る
と

　

こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
引
き
続
き

　

助
成
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
、

　
　

又
。
交
通
費
の
基
本
に
な
っ
て
い

　

る
の
は
、
旧
Ｊ
Ｒ
迷
賃
の
た
め
実
情

　

に
合
っ
た
も
の
に
改
め
た
い
。

④
更
生
医
療
制
度
に
つ
い
て

　
　

更
生
医
療
に
該
当
す
る
医
療
機
関

　

に
つ
い
て
は
開
設
者
の
同
意
を
得
て

　

指
定
を
行
っ
て
い
る
。
道
側
か
ら
は

　

以
上
の
様
な
回
答
を
戴
き
ま
し
た
。
『

　
　

そ
の
他
約
１
時
間
に
わ
た
り
活
発

　

な
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。
（
詳

　

細
は
機
関
紙
″
ど
う
じ
ん
*
8
7
号
３

　

月
1
0
日
発
行
Ｐ
Ｒ
版
に
掲
載
）

　
　

最
後
に
こ
の
交
換
会
を
毎
年
開
催

　

し
て
い
た
だ
く
事
を
要
望
し
て
終
わ

　

り
ま
し
た
。

閉

　

道
腎
協
青
年
部
設
立
準
備

　
　

開
始

　
　

「
2
1
世
紀
を
担
う
町
年
患
者
が
若
々

し
く
元
気
に
生
き
抜
く
た
め
に
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
青
年
部
設
立
の
準
備
を
開

　

設
立
に
先
駆
け
て
メ
ン
バ
ー
を
募
る

た
め
、
Ｅ
メ
ー
ル
を
利
用
し
た
メ
ー
リ

ン
グ
リ
ス
ト
を
始
動
さ
せ
ま
し
た
。

　

平
成
1
4
年
１
月
2
6
H
田
2
7
‐
剛
の

両
‐
。
層
雲
峡
で
初
め
て
の
交
流
会
を

関
催
し
て
、
今
後
の
活
動
方
針
を
話
し

今
い
ま
し
た
。

即

　

他
団
体
と
の
連
携
に
つ
い
て

１
　

　

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
ほ
医
療
事
叢
本
部

　

札
幌
背
支
所
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
平

　

成
1
3
年
７
月
i
n
日
間
キ
リ
ン
ビ
ー
ル

　

千
歳
Ｅ
増
に
お
い
て
、
今
乍
か
ら
名

　

称
を
「
臓
器
提
供
拡
大
キ
ャ
ン
ベ
ー

　

ン
」
に
改
め
行
わ
れ
ま
し
た
、

　
　

北
海
道
移
随
者
協
議
会
を
中
心
に

　

市
立
札
幌
病
院
・
平
野
哲
夫
先
生
．

　

道
腎
バ
ン
ク
、
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　

｀

　

ク
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
コ
七
ア
イ
ネ
ー

　

６

　

タ
ー
．
北
大
病
院
医
師
２
名
、
札
幌

　

・

　

腎
友
会
．
千
歳
腎
友
会
、
道
腎
協
な

　

ど
総
勢
2
0
名
の
参
加
に
よ
り
臓
器
提

　

供
意
思
表
示
カ
ー
ド
８
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
枚
．

　

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
等
を
配
布
し

　

市
民
に
訴
え
ま
し
た
．

２」

　

北
海
道
難
病
連
の
腎
臓
病
部
会
と

し
て
、
難
病
連
各
地
城
支
部
活
動
や

全
道
集
会
、
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
．

バ
ザ
ー
等
に
参
加
し
ま
し
た
．

　

今
後
．
医
腺
．
社
会
保
障
、
介
護

福
祉
の
問
題
に
お
い
て
．
他
団
体
と

の
連
携
を
　
　
層
強
め
、
行
政
等
の
交
渉

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．



３
１

組
織
・
財
政
・

広
報
活
動
に

つ
い
て

第
2
4
回
遭
腎
協
総
会

札
幌
大
会

　

平
成
1
3
年
度
道
腎
協
定
期
総
会
が
６

月
1
0
日
叫
札
幌
の
ホ
テ
ル
ユ
ニ
オ
ン

に
お
い
て
全
道
各
地
よ
り
来
賓
。
会
員
。

関
係
者
１
３
０
名
余
り
の
出
席
の
も
と

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
1
0
時
よ
り
掛
札
副
会
長
の
司
会

で
開
催
さ
れ
、
亡
く
な
ら
れ
た
会
員
の
皆

様
に
黙
祷
を
捧
げ
、
鈴
木
会
艮
の
挨
拶
が

あ
り
、
祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
続
い
て
議
艮
２
名
を
選
出
し

議
事
に
入
り
、
平
成
り
一
年
度
活
動
報
告
、

決
算
報
告
、
監
査
報
告
が
あ
り
活
発
な
質

疑
応
答
の
あ
と
３
件
併
せ
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
休
憩
を
は
さ
み
、
平
成
1
3
年
度

活
動
方
針
（
案
）
、
予
算
（
案
）
が
了
承

さ
れ
、
役
員
改
選
期
に
つ
き
平
成
1
3
・
1
4

年
度
役
員
（
案
）
の
提
案
か
あ
り
拍
手

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
ス
ロ
ー

ガ
ン
・
総
会
宣
言
を
採
択
し
て
、
す
べ
て

の
議
題
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
総
会
に
お
い
て
退
任
さ
れ
る

８
名
の
永
年
役
員
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
、

佐
藤
昌
夫
剛
会
長
の
閉
会
の
挨
拶
で
無

事
終
了
し
ま
し
た
。

　

午
後
よ
り
医
療
講
演
会
「
脳
死
移
随

に
つ
い
て
」
を
市
立
札
幌
病
院
腎
侈
植

科
部
長
・
平
野
哲
夫
先
生
を
講
師
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

圀

　

各
地
域
腎
友
会
で
の

　
　

活
動
に
つ
い
て

　

道
腎
協
は
他
都
府
県
と
違
い
、
広
大

な
地
域
か
集
｀
口
し
た
地
域
腎
友
会
、
市

町
単
位
の
腎
友
会
、
一
部
病
院
患
者
会

が
加
入
し
た
り
と
、
多
様
な
組
織
形
態

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

各
地
城
腎
友
会
の
取
り
組
み
と
し
て
、

会
員
増
加
の
た
め
組
織
強
化
検
討
委
員

会
、
患
者
の
自
立
支
援
事
業
、
通
院
介
護

事
業
。
通
院
交
通
費
助
成
問
閣
等
を
行
政

に
対
し
積
極
的
な
行
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
最
近
は
、
重
度
心
身
障
害
者
医

療
費
助
成
制
度
へ
の
所
得
制
限
問
題
で

は
、
活
発
に
地
方
自
治
体
に
対
し
て
要

望
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

又
、
地
城
の
特
色
を
生
か
し
、
各
種

の
講
演
会
、
学
習
会
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
会
員
の
親
睦
、
交
流
を
図
る
催

し
が
廳
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

『
未
加
入
患
者
の
入
会
』
『
高
齢
化
』

　

「
会
へ
の
無
関
心
」
な
ど
の
猪
間
閣
で

悩
ん
で
い
ま
す
、
現
役
員
も
艮
期
に
な

り
、
後
継
者
も
な
か
な
か
育
成
で
き
づ

ら
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

勤
務
の
合
間
や
、
人
・
退
院
を
し
な

が
ら
患
者
会
の
た
め
に
活
動
を
行
な
い

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

凶

　

地
域
腎
友
会
再
編
成

　
　

問
題
に
つ
い
て

　

道
腎
協
は
地
城
腎
友
会
の
集
４
ｚ
体
で

隣
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
迄
は
、
主
要

都
市
に
透
析
施
設
が
あ
り
、
地
城
腎
友

会
も
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
最
近
は
近
隣
市
町
に
も
施

設
が
で
き
、
そ
れ
に
と
も
な
い
患
者
が

移
動
し
て
。
そ
こ
で
患
者
会
が
出
来
て

い
る
所
が
増
え
て
来
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
現
在
所
属
し
て
い
る
地
域

腎
友
会
か
ら
独
立
し
た
、
組
織
形
態
で

活
動
を
し
て
行
き
た
い
と
の
要
望
が
川

て
き
て
い
ま
す
。

　

道
腎
協
で
は
、
現
在
そ
の
対
応
を
迷

営
会
議
等
で
話
し
合
い
、
試
案
が
ま
と

ま
り
っ
つ
あ
り
ま
す
、

㈲

　

第
5
0
回
（
社
）
全
腎
協
北
海

　
　

道
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　

平
成
1
3
年
４
月
2
1
日
…
円
2
2
日
間
の

両
‐
。
札
幌
ホ
テ
ル
ユ
ニ
オ
ン
に
於
い

て
役
員
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
等
3
2
名
の
出

席
に
よ
り
闘
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
題
と
し
て
、
地
城
患
者
会
組
織
活

動
報
告
。
全
腎
協
理
乍
会
報
告
、
第
3
0

次
国
会
請
願
報
告
、
第
2
4
回
道
腎
協
定

刈
総
会
議
事
な
ど
討
議
し
無
事
終
了
し

ま
し
た
。

即

　

第
5
1
回
（
社
）
全
腎
協

　
　

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　

平
成
1
3
年
1
0
月
2
3
‐
出
。
2
4
口
ｍ
の

両
日
、
ホ
テ
ル
札
幌
会
館
に
於
い
て
役

員
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
等
4
8
名
の
出
席
に

よ
り
闘
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
題
と
し
て
、
地
城
患
者
会
組
織
活

動
報
告
、
全
腎
協
通
常
総
会
報
告
、
道

腎
協
前
期
活
動
、
会
計
、
会
計
監
査
報

告
。
道
へ
の
要
望
、
道
腎
協
2
5
周
年
事

業
、
そ
の
他
に
つ
い
て
討
議
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
役
員
研
修
会
と
し
て
「
地

域
行
政
に
対
す
る
働
き
か
け
の
実
践
方

法
に
っ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
実
施
さ
れ

ま
し
た
、

圈

　

各
種
学
習
会
に
つ
い
て

　

道
腎
協
で
は
『
会
員
、
家
族
の
仄
療

知
識
の
向
上
』
「
社
会
保
障
の
動
き
」
等

の
た
め
に
。
そ
の
時
々
の
情
勢
に
合
わ

－７



せ
独
白
の
活
動
と
し
て
、
医
療
講
演
会

や
役
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

●
医
療
講
演
会

　

①
平
成
1
3
年
６
月
1
0
日
間
、
第
2
4

　
　

回
道
腎
協
定
期
総
会
医
療
講
演
会

　
　

「
脳
死
移
植
に
つ
い
て
‘
を
テ
ー
マ

　
　

に
市
立
札
幌
病
院
腎
移
植
科
部
長
、

　
　

平
野
哲
夫
先
生
の
講
演
が
行
わ
れ

　
　

ま
し
た
。
（
ど
う
じ
ん
8
5
号
掲
載
）

　

②
平
成
1
3
年
８
月
５
日
間
、
北
海

　
　

道
難
病
連
全
道
集
会
札
幌
大
会
で

　
　

腎
臓
部
会
と
し
て
「
糖
尿
病
と
透

　
　

析
の
自
己
管
理
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

　
　

マ
に
札
幌
の
光
星
泌
尿
器
科
医
院

　
　

院
長
・
上
戸
文
彦
先
生
の
医
療
講

　
　

演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
（
ど
う
じ

　
　

ん
8
6
号
掲
載
）

●
役
員
研
修
会

　
　

平
成
1
3
年
1
0
月
2
4
日
凹
第
5
1
回

　

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
終
了
後
『
地
城
行
政

　

に
対
す
る
働
き
か
け
の
実
践
方
法
に

　

っ
い
て
』
を
旭
川
。
釧
路
、
苫
小
牧

　

各
腎
友
会
の
代
表
に
よ
り
行
政
に
対

　

し
て
の
要
請
行
動
の
具
体
的
な
説
明

　

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
３
班
に
分

　

か
れ
フ
リ
ー
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
各
地

　

城
腎
友
会
の
状
況
や
今
後
の
方
向
性

　

に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

剛

　

組
織
拡
大
に
つ
い
て

　

会
員
数
は
平
成
1
2
年
度
末
で
４
、
４
７

２
名
で
し
た
が
、
各
地
岐
患
者
会
の
努
力

に
よ
り
４
、
６
３
７
名
に
な
り
ま
し
た
。

透
析
患
者
は
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
腎

友
会
へ
の
入
会
率
が
低
い
の
は
、
無
間

心
な
患
者
や
高
齢
化
、
長
期
透
析
の
合

併
症
。
要
介
護
の
方
が
多
い
事
も
要
因
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

道
腎
協
で
も
組
織
拡
大
を
積
極
的
に

行
な
い
数
慶
の
訪
問
活
動
の
結
果
ご
ニ

笠
地
城
に
よ
う
や
く
患
者
会
が
で
き
ま
し

た
。

　

道
内
も
い
よ
い
よ
マ
ル
障
に
対
し
所

得
制
限
が
実
施
さ
れ
、
医
療
費
の
一
部

負
担
を
し
て
い
る
思
者
さ
ん
が
出
て
来

ま
し
た
。
こ
れ
以
上
負
担
を
多
く
さ
せ

な
い
よ
う
非
会
員
に
入
会
を
呼
び
掛
け
、

大
き
な
組
織
で
行
政
に
立
ち
む
か
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
度
も
人
会
を
呼
び
か
け
る
た
め

の
Ｐ
Ｒ
版
を
作
成
し
全
道
、
全
患
者
に

配
布
し
ま
し
た
。

閣

　

広
報
活
動
に
つ
い
て

　

平
成
1
3
年
度
総
会
離
案
會
を
含
め
。

機
関
紙
″
ど
う
じ
ん
”
を
５
回
罷
行
し

ま
し
た
。

　

会
の
動
き
、
社
会
・
福
祉
の
動
き
、

会
員
の
投
稿
、
医
療
講
演
会
の
内
容
、

各
腎
友
会
の
活
動
、
透
析
生
活
に
関
す

る
学
習
コ
ー
十
－
、
事
務
局
の
活
動
報

告
な
ど
、
多
く
の
会
員
の
情
報
の
手
助

け
に
な
れ
ば
と
思
い
編
集
委
員
一
同
、

悩
み
な
が
ら
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
役
員
に
対
し
て
今
月
の
情
報
等

も
発
行
し
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

北
海
道
に
も
い
よ
い
よ
重
度
心
身
障

害
者
医
療
費
助
成
制
度
に
所
得
制
限
導

人
が
平
成
1
3
年
1
0
月
か
ら
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
特
に
常
に
医
療
を
必
要
と
す
る

私
達
患
者
に
と
っ
て
衝
撃
的
な
年
に
な

り
ま
し
た
。

　

現
在
は
所
得
制
限
額
が
高
い
所
に
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
他
都
府
県
で
は
乍

数
の
経
過
に
従
っ
て
徐
々
に
下
げ
て
い

く
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
今
後
、
道
や
各
巾

町
村
に
対
し
て
、
重
度
心
身
障
害
者
医
療

費
助
成
制
度
へ
更
な
る
理
解
と
拡
充
を

求
め
て
い
く
行
動
か
重
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、
安
心
し
て
医

療
を
受
け
ら
れ
る
よ
・
つ
、
現
在
の
制
度

を
守
る
た
め
に
一
致
団
結
し
て
活
動
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

へ--
-

-一一一
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参加するＣＡＰＤの患者の皆様へ
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総会に

-

「

　

控室と加温器を用意しておりますので、ご参加をお待ち

しております。
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(収入の部)

平成13年度25周年記念積立金決算報告

自

　

平成13年４月１日
至

　

平成14年３月31日

科　　　　目 予算額 決算額 備　　　　　　考

今期　積立　金 200.000 200.000 安定会計より

受　取　利　息 500 576

前　期　繰　越 901,370 901,370

合　　　　計 1,101.870 1.101,946

(支出の郎)

ｒ　科　　　　目 決算額 備　　　　　　考

実行委員会費 47,450

印　　刷　　費 144,450 アンケート用紙、封筒

通　　信　　費 68.918 地方腎友会送料返金含

雑　　　　　　費 11,140

次　期　繰　越 829.988

合　　　　計 1.101.946

(収入の部)

平成13年度備品積立金決算報告
自
至
平成13年４月１日

が成14年３月31日

科　　　　目 予算額 決算額 備　　　　　　考

今期　積　立　金 100.000 100.000 安定会計より

受　取　利　息 50 24

前　期　繰　越 200.063 200.063

合　　　　計 300.113 300.087 づ

(収入の部)

平成13年度運営安定会計決算報告
自

　

平成13乍４月１日

至

　

平成14年３月3川

科　　　　目 予算額 決算額 備　　　　　　考

繰　　人　　金 -lot).000 2.800.000 -般180万．特別100万

受　取　利　息 1,800 1,800

前　期　繰　越 2.988.101 2.988.101

合　　　　計 3.389.901 5.789.901

(支出の郎)

ｒ　科　　　　目 予算額 決算額 備　　　　　　考

繰　　出　　金 2.000.000 2.000.000 一般130万．特40万、備品10万，25周年20万

予　　備　　費 1.389.901

次　期　繰　越 3,789.901

し　か　　　　計 3,389.901 5.789.901
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(支出の部)

科　　　目 予算額 決算額 ％ 備　　　　考

会　　議　　費 1.650,000 1.200,452 72.8

運営会議費

役員研修会費

全腎協参加費

難病連参加費

900.000

250､000

300.000

200.000

645.569

143.565

235,450

175,868

71.7

57.4

78.5

87.9

６、９、３月開催

10月開催

大会、青年交流会

全道集会他

負　　担　　金 8.603,000 8,564.700 99.6

加盟分担金

全国会負担金

　323.000

8,280,000

　327.000

8,237.700

lfll.2

99.5

難病連

全腎協

事　　業　　費 5.650,000 5.222,419 92.4

総　会　費

機関紙　費

活　勤　費

1.550.000

3.100.000

1,000.000

1.417,534

2,631.805

1.173.080

　91.5

　84.9

117.3

札幌大会、議案書含む

どうLん､今月の情禰､ぜんじんきよう蔓送費含

8,･125､2/'24三佼打合せ,道庁交換会含

事務局運営費 5,397,000 5.080,996 94.1

通　信　費

事務用品費

新聞図書費

交　通　費

家　　　　賃

電　話　料

雑　　　　費

水道光熱費

備　品　費

慶　弔　費

事務局手当

法定福利費

退職給与引当金

　140,000

　　50.000

　130.000

　230.000

1.008.000

　130.000

　130,000

　200.000

　200.000

　　60,000

3,050.000

　　29,000

　　40,000

　126.165

　　56.690

　116,083

　219,280

　828,000

　　80,100

　131,579

　172,814

　196.560

　　76.311

3.005､500

　　31,914

　　40.000

90.1

113.4

　89.3

　95.3

　82.1

　61.6

101.2

　86.4

　98.3

127.2

　98.5

IIO.O

100.0

10月より札幌腎友会同居の為54,000円

振替料他

水道、電気、ガス

コピーリース他

事務局長･事務局員･アルバイト

労働保険料

予　　備　　費 580.557 ０

運営安定会計繰出金 200.000 1.800.000

次　期　繰　越 491.603

合　　　　計 22.080.557 22,360.170

10



(収入の部)

平成13年度一般会計決算報告
自
至
平成13年４月１
平成14年３月31

日
日

科　　　目 予算額 決算額 ％ 備　　　　考

会　　　　　費

会費未納分

配分交付金

寄　　附　　金

物品販売益

広　　告　　料

雑　　収　　人

運営安定会計繰入金

19.320.000

　　58.800

　　648,550

　　50,000

　　50.000

　　180,000

　　40.000

　】.300,000

19,221.300

　　79.100

　　657.550

　　260,000

　　37,731

　　230,000

　　141,282

　1.300,000

　99.5

134.5

101.4

520.0

　75.5

127.8

353.2

1(X〕.0

道の助成金

どうじん広告料

小　　　　　計 2】.647.350 21.926,963 101.3

前　期　繰　越 433.207 433.207

合　　　計 22.080.557 22,360,170 101.3

(収入の都)

平成13年度特別会計決算報告

　　　

－

　

－
自
至
平成13･

平成14･

‐
‐
1
3
1

月
月
４
３
年
年

科　　　　目 予算額 決算額 備　　　　　　考

北海道ブロック育成費 847,000 847,000 全腎協より

国会請願募金 900.000 1.259.733

キャンペーン売上金 300.000 477.900 キャンペーン宣材

募　　金　　箱 50.000 41.046

雑　　収　　人 500 151 受取利息

運営安定会計繰入金 400.000 400,000

前　期　繰　越 391,766 391.766

合　　　　訃 2.889.266 3.417.596

(支出の部)

科　　　　目 予算額 決算額 備　　　　　　考

ブロック会議 1.-100.000 1,133.055 4、10月開催

用　品購　人　代 350.000 536.642 キャンペーン用品

移櫨推進活動費 60,000 31.286

地域患者会組織助成金 400,000 315.050 キャンペーンジャンパー代､札幌助成金５万能

雑　　　　　　費 50.000 35.006 発送代

通　　信　　費 20.000 4,950

腎臓移植基金 50,000 41.046 募金箱より腎バンクへ

予　　備　　費 359,226 ０

運営安定会計繰出金 200,000 1.000.000

次　期　繰　越 320.561

Ａ　　　　計 2.889.266 3.417.596
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(収入の部)

平成13年度災害義援金決算報告

自

　

平成13年４月11日

至

　

平成14年３月31日

科　　　　目 予算額 決算額 備　　　　　　考

受　取　利　息 1,000 1,246

前　期　繰　越 7.661.781 7.661.781 有珠山噴火災害義援金より

な　　　　計 7.662.781 7.663.027

(支出の部)

科　　　　目 予算額 決算額 備　　　　　　考

繰　　出　　金 3.810,905 3,810.905 愈腎協災害基金へ

雑　　　　　　費 1.000 840

次　期　繰　越 3.850,876 3.851.282

晦　　　　計 7.662.781 7,663.027

平成13年度退職給与引当金会計決算報告

(収入の部)
自

　

平成13年４月１日

至

　

平成14年３月31日

ｒ　科　　　　目 予算額 決算額 備　　　　　　考

今期繰　人　金 40.000 40.000

受　取　利　息 400 628

前　期　繰越　金 560.-133 560,433

今　　　　計 6{X〕.833 601.061 在職10年

会計監査報告

　

平成13年度決算書に基づき、関係帳簿、領収書、預金通

帳等を厳正に精査した結果、決算書の通り相違なく、いず

れも正確、妥当である事を報告いたします。

会計監査役

会計監査役
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ゝ皆

恰

　

道
腎
協
は
昭
和
5
2
年
に
罷
足
し
て
か

ら
2
5
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
先
輩
は
、
国
や
道
に
対
し

て
『
患
者
さ
ん
の
医
療
・
生
活
の
質
の

向
Ｌ
の
為
に
自
ら
の
命
を
削
り
な
が
ら

様
々
な
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

事
を
私
た
ち
は
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
、

道
腎
協
で
は
、
2
5
周
年
記
念
事
集
と
し

て
、
会
員
の
実
態
調
査
報
告
書
の
発
行

や
、
記
念
医
療
講
演
会
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

国
の
「
構
造
改
革
」
路
線
は
、
日
本

全
体
を
改
革
す
る
と
言
い
な
が
ら
、
実

は
国
民
だ
け
に
痛
み
が
集
中
す
る
と
い

う
改
革
で
す
、
肝
腎
な
政
・
官
・
業
の

不
祥
事
に
対
す
る
改
革
は
遅
々
と
し
て

進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　

そ
の
様
な
中
で
、
「
医
療
改
革
」
は
着
々

と
進
み
、
４
月
１
‐
か
ら
の
透
析
医
簾

-
-
.
■
t
r
j
e
ｓ
Ｈ
-

慰

　

ま
た
、
今
筏
は
医
療
費
の
自
己
負
担

を
３
割
で
統
一
す
る
こ
と
や
、
給
付
の

引
き
下
げ
と
、
負
担
の
引
き
上
げ
を
求

め
る
年
金
改
革
が
予
疋
さ
れ
て
お
り
、
『
・
‘
。

方
一
両
損
』
と
は
名
ば
か
り
で
、
す
べ

て
国
民
が
棋
を
す
る
内
容
で
と
て
も
納

得
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生

活
者
重
視
の
観
点
に
立
っ
た
改
革
を
進

め
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
透
析
医

療
を
必
要
と
す
る
す
べ
て
の
患
者
さ
ん

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
の
為
に
。

本
年
も
多
く
の
仲
間
と
具
に
　
１
致
団
結

し
て
諸
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

１

一
全
腎
協
と
連
携

費
改
訂
で
は
、
『
透
析
時
間
の
一
本
化
』

　

①
臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
携
帯

　

『
透
析
巾
の
食
事
加
算
の
廃
止
』
等
、

　
　

者
拡
大
の
為
、
全
国
一
斉
腎
提
供
者
拡

こ
れ
か
ら
の
透
析
治
療
の
質
が
懸
念
さ

　
　

大
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。

れ
る
内
容
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

脳
死
臓
器
提
供
件
教
が
減
少
を
辿

涙

ぷ
ふ

ギ

　

る
な
か
。
臓
器
移
航
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
が
財
政

　

危
槻
で
廃
止
さ
れ
る
事
が
決
定
し
ま

　

し
た
。
北
海
道
か
育
ん
だ
瞰
器
提
供

　

の
芽
を
摘
ん
で
は
な
ら
な
い
た
め
に

　

も
、
今
以
Ｌ
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
力

　

を
入
れ
、
道
民
に
訴
え
る
活
動
を
し

　

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

②
第
3
2
次
全
腎
協
国
会
臍
爾
暑
名
募

　

金
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
　

一
患
者
会
が
単
独
で
要
吼
し
国
会

　

審
議
さ
れ
る
活
動
で
す
。
腎
疾
患
分

゛
４
Ｉ
【
“
１
゛
１
】
Ｉ
ト
ー

ｊ
」
ｔ

'ｆ●

印
ｌ
ｚ
ｄ
ａ
Ｊ
一
‥
い
｀
’
。
、
－
『
。
。
。
。
｛
。
‥
訟
い

自

ゞ

硲
ぶ
Ｉ
条
４
、
’
卯

　

゛
、
ら
俘
｛

が
増
え
る
事
を
実
施
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
高
齢
者
医
療
制
度
の
‐
｀
直

し
も
含
め
、
社
会
保
障
の
全
般
的
改

悪
の
方
向
を
め
ざ
そ
う
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
様
な
問
題
に
対
し
て
全
国

的
に
協
力
し
て
い
く
事
が
重
要
と
思

わ
れ
ま
す
。

２

道
内
活
動
の

取
組
み

　

野
に
お
け
る
医
療
・
福
祉
の
総
今
化

　

①
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
事

　

を
早
急
に
確
立
さ
れ
る
よ
う
運
勣
し

　
　

業
の
充
実
に
対
し
活
動
を
し
ま
す
。

　

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
助
成
事
ｕ
へ
の
補
助
金
削
減

③
医
療
・
福
祉
に
関
す
る
全
国
的
な

　
　

や
所
得
制
限
導
人
が
実
施
さ
れ
ま
し

　

問
題
に
対
し
て
、
全
腎
協
と
共
に
活

　
　

た
が
、
こ
れ
以
上
改
悪
に
な
ら
な
い

　

勣
を
進
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

様
、
活
動
を
進
め
ま
す
。

国
は
社
会
保
障
制
度
に
関
連
す
る

　

②
本
道
に
お
け
る
腎
疾
患
総
合
対
策

諸
制
度
に
対
し
て
、
抜
本
的
な
改
革

に
取
り
組
む
提
案
を
し
て
い
ま
す
。

医
療
制
度
改
革
で
患
者
負
担
や
保
険

料
の
見
直
し
を
し
て
、
国
民
の
負
担

等
の
充
実
を
進
め
ま
す
。

　

透
析
患
者
の
様
々
な
嬰
求
実
現
を

求
め
て
『
腎
疾
患
総
合
対
策
』
の
実

現
に
向
け
た
粘
り
強
い
活
動
か
続
け
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ら
れ
。
医
療
、
生
活
な
ど
多
様
な
間

題
を
解
決
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も

患
者
の
要
求
実
現
の
た
め
に
道
と
の

　

各
地
城
で
の
透
析
施
設
の
開
設
要

望
に
対
し
て
紬
極
的
な
活
動
を
進
め

ま
す
。

意
見
交
換
会
を
毎
年
間
催
し
て
い
き

　

⑥
青
年
部
育
成
に
つ
い
て
取
り
組
み

　

ま
す
。

③
本
道
に
お
け
る
要
介
護
愚
者
対
策

　

の
充
実
を
進
め
ま
す
。

　
　

私
た
ち
透
析
患
者
は
、
制
度
発
足

　

前
か
ら
要
介
護
透
析
者
の
通
院
に
っ

　

い
て
、
行
政
に
介
護
保
険
適
用
を
強

　

く
求
め
て
き
ま
し
た
が
、
市
町
村
が

　

認
可
し
た
場
合
に
限
り
介
護
タ
ク
シ
ー

　

サ
ー
ビ
ス
が
対
象
に
さ
れ
る
事
に
な

ま
す
。

の
活
動
を
進
め
ま
す
。

　

医
療
講
演
会
や
研
修
会
の
講
師
派

遣
で
の
協
力
を
し
ま
す

　

組
織
強
化
の
た
め
検
討
委
員
会
を

設
け
ま
す
。

令
国
的
に
青
年
部
の
活
動
が
賎
ん

　

②
運
富
会
議
・
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
充

に
な
っ
て
い
ま
す
。
道
腎
協
と
し
て

　
　

実
に
努
め
ま
す
。

も
会
の
活
性
化
の
た
め
に
も
青
年
部

　

③
役
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

を
発
足
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

昨
年
は
有
志
が
集
ま
り
交
流
会
、
メ
ー

ル
交
換
等
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
1
5

年
度
令
腎
協
青
年
交
流
会
を
北
海
道

で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

例
年
通
り
1
0
月
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

の
険
に
実
施
し
ま
十

　

後
継
役
員
育
成
の
た
め
地
域
患
者

会
糾
織
に
役
員
以
外
で
１
名
の
参
加

助
成
を
し
ま
す
。

り
ま
し
た
。
透
析
患
者
の
通
院
送
迎

　

⑦
遭
難
痢
達
と
の
遭
携
を
強
め
、
Ｊ

　

④
会
員
を
５
、
０
０
０
名
と
す
る
こ

　
　

の
ニ
ー
ズ
は
今
後
ま
す
ま
す
増
加
す

　
　

る
。
方
で
し
ょ
う
。
行
政
な
ど
に
対

　
　

し
て
早
期
の
保
険
適
用
の
活
動
を
進

　
　

め
ま
す
。

　

④
本
道
に
お
け
る
通
院
交
通
費
助
成

　
　

の
充
実
を
進
め
ま
す
。

　
　
　

長
期
透
析
者
、
高
齢
透
析
者
が
多

　
　

く
な
り
、
通
院
交
通
費
の
負
担
も
多

　
　

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
実
情
に
ｓ
t
;

　
　

<
!
ｃ
Ｃ
た
助
成
拡
充
を
要
望
し
て
行
き

　
　

ま
す
。

　

⑤
透
析
施
設
の
地
域
偏
在
差
を
解
決

’
す
る
運
動
を
逡
め
ま
す
。

Ｐ
Ｃ
の
国
会
請
願
暑
名
募
金
活
勣
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

特
に
要
介
揚
者
の
通
院
問
岨
等
で

難
病
連
の
他
の
枚
病
部
会
や
地
方
支

と
を
目
標
に
組
織
率
向
上
に
努
め
ま

す
。

　

新
規
加
人
者
増
の
為
の
Ｐ
Ｒ
版
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
す

郎
と
．
緒
に
収
り
組
み
が
で
き
る
所

　

⑤
腎
臓
移
植
基
金
の
た
め
、
募
金
箱

は
、
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
、

　

一
組
織
・
財
政
・

３
一
広
報
活
動
に

　

一
つ
い
ｔ

　

活
動
を
進
め
ま
す
。

⑥
機
関
紙
”
ど
う
じ
ん
”
の
年
５
回

　

の
発
行
と
『
今
月
の
情
報
』
の
毎
月

　

発
行
に
努
め
ま
す
。

　
　

医
療
保
険
制
度
、
公
費
医
療
制
度
、

　

介
護
保
険
、
移
植
等
の
資
料
を
掲
載

　

し
て
い
き
ま
す
。

①
地
域
患
者
会
組
織
を
強
化
す
る
為

　

⑦
新
医
療
法
等
、
患
者
に
関
す
る
医

療
・
福
祉
の
情
報
を
機
関
紙
を
通
じ

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

情
報
の
緊
急
性
に
よ
っ
て
は
、
そ

の
郁
度
呼
外
等
を
出
し
て
行
き
ま
す
。
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平成14年度25周年記念積立金予算(案)

　　　　　　　　　　　　　

一一一

　

－

丿

（収入の部）　　　　　　　　　　　　自　平成14年４月日|　　至　平成15年３月31 H

科　　　　目 H13年度決算額 H14年度予算額 備　　　　　　考

今期積立　金 200,000 100,000 運営安定会計より

受　取　利　，IM、 576 10

前　期　繰　越 901.370 829,988

合　　　　計 1.101.946 929,998 丿

(支出の部)

ｒ　科　　　　目 H13年度決算額 H14年度予算額 備　　　　　　考　　　　１

印　　刷　　費 144.450 700.000 実態調査印刷・製本

実行委員会費 47.450 100,000

通　　信　　費 68.918 50.000

雑　　　　　　費 U.HO 10.000

予　　備　　費 69,998

次　期　繰　越 829.988

ａ　　　　計 1.101.946 929.998 リ

平成14年度備品積立金予算(案)
（収入の郎）　　　　　　　　　　　　自　平成14年４月１日　　至　嘔成15年3Jj3即

に　科　　　　目 H13年度決算額 H14年度予算額 備　　　　　　考

今期　積　立　金 100.000 100.000 運営安定会計より

受　取　利　息 24 10

前　期　繰　越 200.063 300.087

し　合　　　　計 300.087 40(〕.097

(支出の部)

ｒ　科　　　　目 H13年度決算額 H14年度予算額 備　　　　　　考　　　　１

備　　　　　　品 300.000 パソコン・周辺機器

雑　　　　　　費 1.000

予　　備　　費 99.097

合　　　　計 400.097

平成14年度運営安定会計予算(案)
（収入の部）　　　　　　　　　　　　白　平成14年４月１日　　至　平成15年３月31日

ｒ　科　　　　目 H13年度決算額 H14年度予算額 備　　　　　考　　　１

繰　　人　　金 2,800.000 800.000 一般会計50万、特別会計30万

受　取　利　息 1,800 286

前　期　繰　越 2.988.101 3.789.901

１　合　　　　計 5.789,901 4.590,187

(支出の郎)
ｒ　科　　　　目 H13年度決算額 H14年度予算額 備　　　　　　考　　　　１

繰　　出　　金 2.000.000 2.000,000 ･一般130万、特別50万、Z5隅年10万．備品積立10万

予　　備　　費 ０ 2.590.187

次　明　繰　越 3.789,901 -

か　　　　計 5.789.901 4.590､187
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(支出の部)

科　　　目 H13年度決算額 H14年度予算額 構成比 備　　　　考

会　　議　　費 1.200.452 1.550,000 ６．８

運営会議費

役員研修会費

全腎協参加費

難病連参加費

645.569

143,565

235.450

175,868

800.000

250,000

300.000

200.000

3.4

1.1

1.3

1.0

旅費､会場費､6､9､3月開催

10月

大会・青年交流会他

全道集会他

負　　担　　金 8.564.700 8.967.000 39.0

加盟分担金

全国会負担金

　327.000

8,237.700

　327.000

8,640,000

　1.4

37.6

難病達

全腎協4,800名×1.800円

事　　業　　費 5.222.419 5.800.000 25.2

総　会　費

機関紙　費

活　動　費

青年部活動費

1.417.534

2,631,805

1.173.080

　　　　－

1,600.000

2.900,000

1.200,000

　100,000

　7.0

12.6

　5.2

　0.4

札幌（議案書含む）

４回発行､ぜんじんきよう他発送費含

事務局運営費 5.080.996 5.729,00(〕 24.9

通　信　費

事務用品費

新聞図書費

交　通　費

家　　　　賃

電　話　料

雑　　　　費

水道光熱費

備　品　費

慶　弔　費

事務局手当

法定福利費

退職給与引'り金

　126.165

　　56.690

　116.083

　219.280

　828,000

　　80.100

　131.579

　172.814

　196.560

　　76,311

3.005,500

　　31,914

　　40.000

　200.000

　　60.000

　130,000

　240,000

1.008.000

　100.000

　MO,000

　200.000

　200.000

　　80.000

3,050,000

　　33.000

　288.000

0.9

0.3

0.6

1.0

4.4

0.4

0.6

0.9

0.9

0.3

13.3

　0.1

　1,2

切手・パソコン通信他

84.000円×12ヵ月

振替他

水道、電気．ガス料金

コピーリース他

事務局長･乍諮局員･アルバイト

労災保険

在職11年(7.4ヶ月）

予　　備　　費 ０ 427.353 ｌ,９

運営安定会計繰出金 1.800.000 500.000 ２．２

次　期　繰　越 491.603

合　　　　計 22.360.170 22.973,353
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(収入の郎)

平成14年度一般会計予算(案)

　　　　　　　　　　　　　

皇 平成14年４月１日平成15年３月31日

■

争

ｒ　科　　　目 H13年度決算額 H14年度予算額 構成比 備　　　　考

会　　　　　費

会費未納分

配分交付金

寄　　附　　金

物品販売益

広　　告　　料

雑　　収　　入

19,221,300

　　79,100

　　657.550

　　260.000

　　37,731

　　230,000

　　141.282

20,160,000

　　74,200

　657.550

　　50.000

　　30.000

　　160.000

　　50,000

89.8

　0.3

　2.9

　0.2

　0.1

　0.7

　0.2

4,800名×4,200円

道の助成金

物品の販売

どうじん広告料

受取利息他

運営安定会計繰入金 1,300.000 1.300.000 5.8

小　　　　　計 21.926.963 22.481.750 100.0

前　期　繰　越 433.207 491,603

合　　　計 22,360,170 22,973.353

平成14年度特別会計予算(案)

(収入の部)

自
至
平成14年４月１日
平成15年３月31日

科　　　　目 H13年度決算額 H14年度予算額 備　　　　　　考

北海道ブロック育成費 847,000 847,000 全腎協より

国会請願募金 1,259,733 800,000

キャンペーン売上金 477,900 300.000 キャンペーン宣材

募　　金　　箱 41,046 50.000

雑　　収　　入 151 ｀ゝ．　　１０ 受取利息他

運営安定会計繰入金 400,000 500.000

前　期　繰　越 391.766 320,561

合　　　　計 3,417,596 2.817,571

(支出の部)

科　　　　目 H13年度決算額 H14年度予算額 備　　　　　　考

ブロック会議 1.133.055 1.400.000 4､10月開催・東北ブロック会議参加1名

用　品購　人　代 536.642 350,000 キャンペーン宜材（地方分、遺賢協分）

移植推進活動費 31.286 50.000

地域患者会組織助成金 315,050 400.000

雑　　　　　　費 35.006 50.000 発送費他

通　　信　　費 4.950 10,000

腎臓移植基金 41.046 50,000 道腎バンクへ

予　　備　　費 ０ 207.571

運営安定会計繰出金 1.000.000 300,000

次　期　噪　越 320,561 -

介　　　　計 3.417.596 2.817.571
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平成14年度災害義援金予算(案)

（収入の部）　　　　　　　　　　　　自　平成14彫４月１日　　ｔ　孚成15年３月31日
ｒ　科　　　　目 H13年度決算額 H14年度予算額 備　　　　　考　　　１
受　取　利　息 1,246 30

前　期　繰　越 7.661,781 3.851.282 有珠山噴火災害義援金より

ａ　　　　計 7.663.027 3.851.312

(支出の部)

科　　　　目 H13年度決算額 H14年度予算額 備　　　　　　考

繰　　出　　金 3.810.905

雑　　　　　　費 840

次　期　繰　越 3.851,282

合　　　　計 7,663,027 Ｊ

平成14年度退職給与引当金会計予算(案)

（収入の部）　　　　　　　　　　　　白　ｆ成14年４月１日　　￥平成15年３月31日
ｒ　科　　　目 H13年度決算額 H14年度予算額 備　　　　　　考

今　期　繰　人　金 40.000 288,000

受　取　利　息 628 10

前　期　繰　越 560.4-13 601,061

か　　　　計 601.061 889.071 在職11年（7.･1ヵ月）

「７「７

規約第６条第２項により会員は文書で意見を述べること

ができます。活動方針案等に

見を書いてお送りください。

対し、ご意見のある方はご意

(送付先：〒001-0017札幌市北区北17条西２丁目21-617

　　　　　　　　　　　

サザンアベニュー北大101道腎協)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

５月15日必着

18



平成14年度スローガン(案)

１。重度心身障害者医療費助成事業充実を
！
―
幽

２。本道における腎疾患総合対策等の充実を！

３．要介護患者の通院送迎や介護対策の拡大を

４．臓器提供意思表示カードの携帯者拡大を！

５．強固な組織、5,000人の道腎協を！

１
一

６。国会請願署名運動、署名数50,000名の強力な取り

　　

組みを！

総
心
Ｚｉ

.●ａ～

.旦

一三●
-
SZ二l

ｊ案ぐ

　

l］本は今、国際的な信頼回復のため政治、経済の改革を余儀なくさせられ、そ

の結果個人の生活令般に人きな歪みが生じているのが現状です。

　

道腎協は結成25周年を迎え、これまで様々な運動を行りてきましたが。人変困

難なものが続いています。近年の医療、福祉制度の後退には憤りを感じます。

　

北海道でも平成13年10川から重度心身障害嗇医療費助成事業の所得制限が実施

されました。

　

厚生労働省はこの度、診療報酬改訂にともない、透析について①時間制の廃止

②食事加算の焼lll③慢性維持透析患者外来医学管理科の引きドげ等を４川１日か

ら実施しました。国は公的医療に制限を設けて、それ以上は自費診療にする等。

提案しています。こうした事が実施されると貧富の差で受けられる医療が制限さ

れることが考えられます。

　

私達患者会はこうした状況の巾で今後も「いっでも、だれでも、どこででも」

公平に透析ができる、そして「医療。福祉の充実」や透析忠者が安心して生活で

きる状況に向かって、全ての会員・家族が‥一致団結して活動を前進させて行く事

をここに宣言します。

　　

平成14年5i]19日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

北海道腎臓病患者連絡協議会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第25回定期総会札幌大会
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役職名 氏　　　名
地域恚者会丿

組織名

会　　　長 堀　井　和　彦 (札幌)

副　会　長 佐　藤　昌　夫 (旭川)

掛　札　　　聖 (釧路)‘

川　村　隆　志 (札幌)

山’口　信　子 (苫小牧)

事務局長 渾　内　繁　雄 (札幌)

事務局次長 三　上　留美子 (札幌)

会　　　計 村　本　徳　雄 (札幌)

運営委員 柳　沼　正　一 (札幌)

伊　藤　文　夫 (札幌)

一鈴一一木｀一女一一幸一 一州=幌糾

近江谷　　　守 (旭川)

桑　島　智　義 (道　南)

阿　内　英　樹 (苫小牧)

天　沼　　　忠 (室蘭)

橋　本　　　巌 (釧路)

金　井　英　樹 (小樽)

椿　分　百合江 (江別)

幹　　　事 首　木　芳　三 (札幌)

〃　ｎ 梅　田　　　明 (札幌}

心→e―it―St"‾m‾‾幌「

北　　　征　子 (小樽)

高　檎　俊　一 (十勝)

岩　本　美津枝 (旭川)

永　渾　直　喜 (夕　張)

東　谷　美紀子 (道南)

松　浦　範　子 (苫小牧)

岸　部　道　夫 (留萌)

井　上　　　茂 (紋別)

浜　　　　　武 (稚　内)

役職名 氏　　　名 旭埴廊看面｀
組職名

幹　　　事 金　野　正　夫 (オホーツク)

原　　　　　弘 (北見)

a　　　1’ 宇　野　峯　治 (滝川)

″　『 浅　田　精　－ (室蘭)

岡　田　悦　子 (根室)

″ご7 鈴　木　春　美 (深川)

栗　山　尚　倫 (釧路)

会計監査役 青　柳　正　一 (旭川)

福　原　真理子 (札幌)

相　談　役 岩　崎　　　薫 (札幌)

鈴　木　啓　三 (札幌)

【全腎協派遣役員】

役職名 氏　　　名 地域患者会岨練名

理　　　事 佐　藤　利　國 (室蘭)

正　会　員 堀　井　和　彦 (札幌)

【道難病連派遣役員】

役職名 氏　　　名 地域患者会組織名

理　　　事 北　　　征　子 (小樽)

評議委員 堀　井　和　彦 (札幌)

三　上　留美子 (札幌)

青　柳　正　一 (旭川)

松　浦　範　子 (苫小牧)

藤　田　孝　子 (室蘭)

事業資金委員 渾　内　繁　雄 (札幌)

【機関紙編集委員】

村　本　徳　雄 堀　井　和　彦

三　上　留美子 深　内　繁　雄

福　原　真理子 久　原　幸　江
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第
１
章

　

総

則

　

（
名
称
及
び
所
在
地
）

第
１
条

　

こ
の
会
の
名
称
は
。
北
海
道

　
　

腎
臓
病
患
者
連
絡
協
離
会
と
称
す

　
　

る
。
道
腎
協
と
略
称
し
、
本
文
に

　
　

お
い
て
以
下
『
本
会
』
と
記
す
。

　

２
本
会
の
所
在
地
（
寥
務
局
）
は

　
　

次
の
と
お
り
。

　
　

札
幌
巾
北
区
北
1
7
条
西
２
丁
目

21
－
6
1
7
1
1
０
1

　

（
組
織
）

第
２
条
本
会
は
。
腎
臓
病
患
者
と
そ

　
　

の
家
族
を
主
た
る
会
員
と
す
る
『
患

　
　

者
会
組
織
』
（
原
則
と
し
て
地
域
の

　
　

複
数
以
上
の
患
者
団
体
）
で
構
成

　
　

さ
れ
る
連
絡
協
議
会
と
す
る
。
ま

　
　

た
、
本
会
の
事
業
を
賛
助
す
る
た

　
　

め
に
加
入
し
た
特
別
会
員
（
個
人

　
　

又
は
団
体
）
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

　

２
本
会
は
社
団
法
人
全
国
腎
臓
病

　
　

協
離
会
（
略
称
一
全
腎
協
）
及
び

　

財
団
法
人
北
海
道
難
病
連
（
略
称

　

一
道
雛
病
連
）
に
加
盟
す
る
。

３
本
会
へ
の
加
人
は
、
『
患
者
会
組

　

織
』
加
人
を
原
則
と
し
。
連
営
会

　

離
の
議
を
経
て
ブ
ロ
ッ
ク
会
離
の

　

承
認
を
得
て
、
総
会
で
加
人
の
可

　

否
を
決
定
す
る
。

第
２
章

　

目
的
及
び
事
業

　

（
目
的
）

第
３
条
本
会
の
目
的
は
次
の
通
り
と

　
　

す
る
。

　

Ⅲ
腎
臓
病
患
者
・
家
族
の
医
療
と

　
　

権
利
を
守
り
、
真
の
社
会
保
障
制

　
　

度
の
確
立
を
め
ぎ
す

　

口
腎
臓
病
の
治
療
と
ｆ
防
の
た
め

　
　

の
医
療
体
制
お
よ
び
研
究
体
制
の

　
　

充
実
と
向
Ｌ
を
め
ぎ
す

　

口
腎
膿
病
忠
者
相
互
の
経
験
交
流

　
　

と
観
睦
を
図
る

　

（
事
業
）

第
４
条
本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成

　

す
る
た
め
次
の
事
業
を
行
う
．

山
腎
臓
病
患
昔
・
家
族
の
医
療
と

　

生
活
を
守
り
、
向
Ｌ
さ
せ
る
た
め

　

の
法
的
、
行
政
的
、
医
学
的
要
請

　

を
関
係
諸
機
関
に
働
き
か
け
る

②
必
要
な
資
料
・
情
轍
の
収
集
と

　

伝
達

間
広
報
に
関
す
る
事
業

剛
加
人
『
患
者
会
組
織
』
間
の
交

　

流
即
加
人
『
思
者
会
組
織
』
の
強
化

　

と
末
加
入
患
者
会
の
組
織
化

㈲
そ
の
他
の
患
者
・
障
害
者
組
織

　

な
ど
関
係
団
体
と
の
連
携

圀
そ
の
他
日
的
を
達
成
す
る
た
め

　

の
諸
事
業

第
３
章

　

会

　
　

議

　

（
種
別
）

第
５
条
本
会
の
会
議
は
次
の
通
り
と

　
　

す
る
。

　

出

　

総

　

会

　

口

　

ブ
ロ
ッ
ク
会
離

　

咄

　

運
営
会
議

　

（
総
会
）

第
６
条
総
会
は
本
会
の
最
高
離
決
機

　
　

関
で
あ
っ
て
乍
。
回
、
前
年
度
会

　
　

計
期
間
終
ｒ
後
、
す
み
や
か
に
会

　
　

艮
が
召
集
開
催
す
る
。

　

２
総
会
は
全
体
会
議
と
し
。
文
壽

　
　

に
よ
る
発
言
も
で
き
る
。

　

（
臨
時
総
会
）

第
７
条
加
人
『
患
者
会
組
織
』
の
３

　
　

分
の
Ｉ
以
Ｌ
の
要
求
か
あ
っ
・
た
と

　
　

き
、
ま
た
は
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
必

　
　

要
と
認
め
た
と
き
は
臨
時
総
会
を

　
　

開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
）

第
８
条
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
会
長
が
召

　
　

集
し
、
運
営
会
議
の
構
成
員
及
び

　
　

幹
事
な
ら
び
に
会
計
監
査
役
に
よ

　
　

り
構
成
さ
れ
、
年
度
に
２
回
以
上

　
　

開
催
す
る
。

　

２
ブ
ロ
ッ
ク
会
離
は
付
離
事
項
の

　
　

ほ
か
に
。
各
『
患
者
会
組
織
』
か

　
　

ら
の
懸
案
事
項
等
に
っ
い
て
協
議

　
　

決
定
す
る
。

　

３

　

ブ
ロ
ッ
ク
会
離
の
決
定
は
総
会

　
　

に
報
告
し
承
認
を
受
け
る
。

　

（
運
営
会
議
）

第
９
条
運
営
会
議
は
会
長
、
副
会
艮
。

　
　

事
務
局
長
、
事
務
局
次
長
、
会
計

－
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｀
’
一
か

　
　

と
運
営
委
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
。

　

２

　

運
営
会
議
は
総
会
、
ブ
ロ
ッ
ク

　
　

会
議
の
決
定
に
基
づ
き
本
会
の
運

　
　

営
に
責
任
を
も
つ
執
行
機
関
で
あ

　
　

り
、
必
要
に
応
じ
て
会
長
が
召
集

　
　

す
る
。

　

３
運
営
会
離
の
決
定
は
、
次
の
ブ

　
　

ロ
ッ
ク
会
離
に
報
告
し
、
承
認
を

　
　

受
け
る
。

　

（
会
議
の
議
長
）

第
1
0
条
本
会
の
会
議
の
議
艮
は
そ
の

　
　

都
度
、
出
席
者
の
中
か
ら
選
出
す

　
　

る
。

　

（
会
議
の
運
営
）

第
Ｈ
条
本
会
の
会
議
運
営
は
相
互
の

　
　

意
見
を
尊
重
し
、
充
分
な
議
論
の

　
　

も
と
合
離
を
原
則
と
し
、
や
む
な

　
　

く
離
決
の
必
要
か
生
じ
た
場
合
は

　
　

出
席
者
の
過
半
数
の
賛
成
を
も
っ

　
　

て
離
決
し
、
可
否
同
数
の
場
合
は

　
　

離
長
が
決
す
る
。

　

（
会
議
の
付
議
事
項
）

第
1
2
条
会
議
に
必
ず
付
離
し
な
け
れ

　
　

ば
な
ら
な
い
事
項
は
次
の
通
り
と

　
　

す
る
。

　

…
…
一
規
約
の
改
廃
に
関
す
る
こ
と

関
事
業
計
画
及
び
経
過
報
告

囲
予
算
・
収
支
決
算
、
会
計
監
査

　

報
告
（
運
営
会
議
は
除
く
）

㈲
役
員
の
選
出
に
関
す
る
こ
と

第
４
章

　

役

　
　

員

　

（
役
員
）

第
1
3
条
本
会
の
円
滑
な
運
営
を
図
る

　
　

た
め
、
次
の
役
員
を
置
く
。

　

剛
会

　
　

長

　
　

１
名

　

関
副
会
長

　

若
干
名

　

倒
事
務
局
艮

　
　

１
名

　

剛
事
務
局
次
長

　

若
干
名

　

閣
会

　
　

計

　
　

１
名

　

囲
運
営
委
貝

　

若
干
名

　

剛
幹

　
　

事
原
則
と
し
て
各

　
　
　

『
患
者
会
組
織
』
か
ら
１
名

　

図
会
計
監
査
役

　
　

２
名

　

（
役
員
の
任
免
）

第
1
4
条
前
条
に
お
け
る
幹
事
は
、
各

　
　
　

『
患
者
会
組
織
』
か
ら
推
薦
を
受

　
　

け
、
そ
の
他
の
役
員
は
運
営
会
議

　
　

の
指
定
し
た
「
患
者
会
組
織
」
か

　
　

ら
推
薦
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
と
も

　
　

に
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
議
を
経
て
、

　
　

総
会
に
お
い
て
承
認
決
定
す
る
。

　

２
前
項
に
お
い
て
、
推
薦
さ
れ
る

　
　

そ
の
他
の
役
員
は
、
本
会
の
幹
事

　
　

な
ど
の
経
験
を
有
す
る
者
が
望
ま

　
　

し
い
。

　

３

　

運
営
会
離
の
構
成
員
に
欠
員
が

　
　

生
じ
た
場
合
の
補
充
は
、
運
営
会

　
　

搬
の
裁
量
に
委
ね
る
も
の
と
す
る
。

　

４

　

役
員
の
任
期
は
２
年
と
し
、
再

　
　

任
を
妨
げ
な
い
。
ま
た
中
途
補
充

　
　

の
役
員
の
任
期
は
前
任
者
の
残
任

　
　

期
間
と
す
る
。

　

５
役
員
の
兼
任
は
出
来
な
い
も
の

　
　

と
す
る
。

　

６
役
員
が
本
会
の
名
誉
を
傷
つ
け
、

　
　

ま
た
は
日
的
に
反
す
る
行
為
を
し

　
　

た
と
き
。
運
営
会
議
の
議
決
に
基

　
　

づ
き
退
会
さ
せ
る
事
が
で
き
る
。

　

７
本
会
に
相
談
役
、
顧
問
を
置
く

　
　

こ
と
が
出
来
る
。
相
談
役
、
顧
問

　
　

は
運
営
会
議
が
委
任
す
る
。

　

（
役
員
の
任
務
）

第
1
5
条
会
長
は
、
本
会
の
業
務
を
総

　
　

括
し
。
本
会
を
代
表
す
る
。

　

２
副
会
長
は
、
会
長
を
柿
佐
し
会

　
　

長
に
事
故
あ
る
場
合
は
そ
の
任
務

　
　

を
代
行
す
る
。

３
事
務
局
長
は
、
事
務
局
の
業
務

　

を
統
括
す
る
と
共
に
、
運
営
会
議

　

の
議
決
に
基
づ
き
、
そ
の
執
行
に

　

あ
た
る
。

４
事
務
局
次
長
は
、
事
務
局
長
を

　

補
佐
し
、
各
種
事
業
の
円
滑
推
進

　

に
寄
与
す
る
。

５
会
計
は
本
会
の
収
支
状
況
の
経

　

理
を
行
い
、
総
会
に
お
い
て
会
計

　

報
告
を
し
、
承
認
を
受
け
る
。

６
運
営
委
員
は
運
営
会
離
を
楠
成

　

し
、
活
動
方
針
の
立
案
及
び
、
総

　

会
。
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
議
決
し
た

　

業
務
の
執
行
に
あ
た
る
。

７
幹
事
は
運
営
会
離
の
構
成
員
及

　

び
会
計
監
査
役
と
と
も
に
ブ
ロ
ッ

　

ク
会
議
を
構
成
し
、
地
元
組
織
と

　

の
連
携
を
保
Ｉ

８
会
計
監
査
役
は
、
会
計
年
度
内

　

に
２
回
、
現
金
出
納
簿
、
関
係
書

　

類
を
監
査
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
及

　

び
。
総
会
に
お
い
て
結
果
を
報
告

　

す
る
。

９
相
談
役
は
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
、
運

　

営
会
議
に
対
し
意
―
を
述
べ
る
事

　

が
で
き
。
顧
問
は
本
会
の
求
め
に

22－
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応
じ
て
必
要
な
助
言
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
５
章

　

事
務
局

　

（
事
務
局
）

第
1
6
条
本
会
に
事
務
局
を
置
く
こ
と

　
　

が
で
き
る
。

　

２
事
務
局
員
の
採
用
は
運
営
会
議

　
　

で
決
定
す
る
。

　

３
事
務
局
は
運
営
会
議
の
指
導
の

　
　

も
と
に
本
会
の
業
務
を
執
行
す
る
。

　

（
事
務
局
手
当
）

第
1
7
条
事
務
局
艮
、
事
務
局
員
に
は

　
　

事
務
局
手
当
を
支
給
す
る
。

　

２
事
務
局
手
当
の
支
給
額
は
運
営

　
　

会
議
で
決
定
す
る
。

　

（
退
職
金
手
当
）

第
1
8
条
退
職
給
与
規
程
に
よ
り
、
事

　
　

務
局
員
に
退
職
金
を
支
給
す
る
。

　
　

支
給
に
異
議
あ
る
と
き
は
、
運
営

　
　

会
議
で
決
定
す
る
。

　

第
６
章

　

会

　
　

計

　

（
財
政
）

第
1
9
条
本
会
の
財
政
は
会
費
．
寄
付

　
　

金
、
そ
の
他
の
収
入
に
よ
っ
て
賄

　

（
会
費
）

第
2
0
条
本
会
の
会
費
は
『
患
者
会
組

　
　

織
』
の
会
員
１
名
に
つ
き
、
年
額

　
　

4
.
2
0
0
円

　
　
　

（
内
訳
一
道
腎
協
２
、
４
０
０
円
、

　
　

全
腎
協
Ｉ
。
８
０
０
円
）
と
し
中

　
　

途
入
会
者
は
月
割
（
月
額
３
５
０

　
　

円
）
計
算
と
す
る
。

　

２
会
費
納
入
は
原
則
と
し
て
新
年

　
　

度
の
早
い
時
期
に
す
み
や
か
に
納

　
　

人
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

３

　

一
旦
納
入
し
た
会
費
及
び
処
出

　
　

金
品
は
、
収
支
予
算
上
、
こ
れ
を

　
　
　

一
切
返
戻
し
な
い
。

　

（
会
計
年
度
）

第
2
1
条
本
会
の
会
計
年
度
は
毎
年
４

　
　

月
１
日
に
始
ま
り
、
翌
年
３
月
3
1

　
　

日
に
終
わ
る
。

　

（
現
金
出
納
簿
及
び
関
係
宵
類
）

第
2
2
条
本
会
の
収
支
状
況
を
記
録
し

　
　

た
現
金
出
納
簿
。
及
び
関
係
書
類

　
　

は
総
会
に
お
い
て
会
計
監
査
報
告

　
　

を
受
け
、
５
年
間
保
存
し
た
の
ち
、

　
　

廃
棄
処
分
と
す
る
。

第
７
章

　

附

　

則

　

（
規
約
の
改
正
・
廃
止
及
び
規
程
）

第
2
3
条
本
会
の
規
約
の
改
廃
は
、
運

　
　

営
会
議
で
立
案
検
討
を
経
て
、
ブ

　
　

ロ
ッ
ク
会
離
の
審
離
討
論
を
得
て
、

　
　

総
会
に
お
い
て
承
認
決
定
す
る
。

　

２
改
廃
し
た
規
約
の
効
力
は
。
承

　
　

認
決
定
し
た
総
会
午
度
の
始
期
（
４

　
　

月
１
日
）
に
遡
り
施
行
す
る
。

　

３

　

こ
の
規
約
に
基
づ
き
、
各
種
規

　
　

程
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

４
各
種
規
徨
は
別
に
定
め
る
。
規

　
　

程
の
作
成
、
改
廃
は
運
営
会
離
に

　
　

お
い
て
行
い
、
そ
の
内
容
は
、
プ

　
　

ロ
ッ
ク
会
離
に
報
告
す
る
。

　
　
　

（
交
通
費
、
旅
費
、
表
彰
、
慶
弔
、

　
　

退
職
給
与
）
。

　

５
本
規
約
は
昭
和
5
3
年
６
月
1
8
日
、

　
　

第
１
回
総
会
に
お
い
て
制
定
し
、

　
　

施
行
す
る
。

　

６
昭
和
5
8
年
７
月
３
日
一
部
改
正

　
　
　

（
全
体
総
会
、
全
腎
協
加
盟
他
）
。

　

７
昭
和
6
2
年
５
月
3
1
日
一
部
改
正

　
　
　

（
事
務
局
員
の
手
当
、
道
腎
協
の

　
　

会
費
１
０
０
円
か
ら
２
０
０
円
に
）
。

８
平
成
元
年
５
月
2
8
日
一
部
改
正

　
　

（
相
談
役
、
顧
問
の
設
置
、
役
員

　

の
任
務
に
関
す
る
事
他
）
。

９
平
成
２
年
５
月
2
7
U
l
一
郎
改
正

　
　

（
全
腎
協
会
費
1
0
月
か
ら
１
３
０

　

円
、
翌
３
年
1
0
月
か
ら
１
５
０
円

　

に
）
。

1
0
平
成
３
年
６
月
２
日
一
部
改
正

　
　

（
退
職
金
手
当
を
設
け
支
給
。
事

　

務
局
次
長
１
名
）
。

１
１
:
:
　
　
i
＾
成
７
年
６
月
４
日
一
部
改
正

　
　

（
役
員
の
任
期
２
年
に
）
。

1
2
平
成
９
年
５
月
2
5
日
一
部
改
正

　
　

（
事
務
局
次
長
２
名
に
）
。

1
3
平
成
Ｈ
年
６
月
６
日
大
幅
改
正

　
　

（
役
員
の
任
務
他
）
。

1
4

　

平
成
1
2
年
５
月
2
1
日
一
部
改
正

　
　

（
会
離
の
離
長
に
関
す
る
事
他
）
。

r⌒
寸
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道腎協加盟地域腎友会組織一覧表
ゆ
Ｉ

会　　　　名 〒 住　　　　　　　　所 電　話

旭川地方腎友会 旭川市

岩　見沢　腎　友会 岩見沢市

浦7河地区腎友会 様似郡様似町

江別腎臓病患者会 069-0817江別市野幌町代々木町81の６　　　　　　　漢和会江別病院透析室内 011-382-1111

小樽後志地方腎友会 小樽市

オホーツク腎友会 網走市

北見地方腎友会 北見市

釧路地方腎友会 085-OCX)3釧路市川北4-17
　　　　　　　身体障害者福祉センター内 0154-23-6687

札幌腎臓病患者友の会 札幌市北区

腎友会滝川クリニック透析者の会073-0045
滝川市有明町２丁目4-45
　　　　腎友会滝川クリニック　透析室内

0125-24･2125

千　歳　腎　友　会 千歳市

道南腎臓病患者連絡協議会041-0941函館市深堀町36番９号　　　　　　　　　　渡辺内科泌尿器科内 0138-55 I1S5

十勝地方腎友会 帯広市

苫　小牧腎　友　会 苫小牧市

唄室地方腎友会 根室市

深　川　腎　友　会 074-0005
深川市５条５番10号
　　　　　　深川市立総合病院透析室内 01642-2-1101

室蘭地方腎友会 050-0083
室蘭市東町2－1－19
　　　　室蘭市障害者総合福祉センター内 0143-45-6849

紋別地方腎友会 紋別郡遠軽町

夕張腎臓病友の会 夕張市

留萌地方水無人腎友会 077-0011留萌市東雲町２丁目16
　　　　　　　　市立総合病院透析室内 0164-49-1011

稚内地方腎友会 097-0022稚内市中央４丁目11-6
　　　　　　　　　　市立病院透析室内 0162-32-8134

静／内　腎　友　会 056-0004静内郡静内町緑町４丁目１－３
　　　　　　　　　　　　　礦本和弘様方 01464-2-2906

士　別　腎　友　会 095-004-1
士別市東山町3029番地１
　　　　　　市立士別総合病院透析室内 01652-3-2166

三　笠　腎　友　会 068-2145三笠市幌内３丁目　佐藤勝利様方 01267-2-5860

伊達地方腎友会 052 0035 伊達市長和町499-29天沼忠様方 0142-23-0837

富良野腎　友　会 071-0741
空知郡中富良野町市街地５町内
　　　　　　　　　　　　　竹久明成様方 0167-44-2516

北海道腎臓病患者連絡協議会001 0017 札幌市北区北17条西2□]21-617　　　　　　　サザンアベニュー北大101 011-747-0217

咄全国腎臓病協議会 170-〔)002
東京都豊島区巣鴨１丁目20番９号
　　　　　　　　巣鴨フアーストビル３Ｆ 03-5395-2631

昭
和
4
8
年
１
月
1
3
日
第
３
種
郵
便
物
認
可
Ｈ
・
Ｓ
・
Ｋ
通
巻
３
６
２
号

切

　

り
取
り
線
‐
‐

　
　
　
　

：
…
…
…

発
行
所
北
海
道
身
体
障
害
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団
体
定
期
刊
行
物
協
会
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